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【起こる可能性のある副作用】 

◎インフュージョンリアクション 

 初めて治療するときや投与速度を速めたときに起こりやすいとされています。 

 点滴中もしくは点滴終了後数時間以内に発熱、悪寒（寒気）、頭痛、息苦しさなどの症状が現れる

ことがあります。 

 症状に応じて点滴を中止もしくは点滴速度を遅くしたり、予防のお薬を使用することがあります。 

 

◎肝機能障害 

 肝臓に関連する血液検査の数値が異常値を示すことがあります。 

 機能低下により、白目や皮膚が黄色くなる、尿の色が濃くなる、痒くなる、疲れやすくなるなどの症

状が現れることがあります。 

 

◎口内炎 

 唇の裏、舌、上あご、頬の粘膜に起こりやすいとされています。 

 柔らかい歯ブラシを使用し口の中を清潔に保つようにしましょう。適度なうがいによる口の中の保

湿も効果的です。 

 症状に応じて、うがい薬や塗り薬が処方されます。 

 

◎骨髄抑制 

 白血球/好中球数減少（感染症にかかりやすい、発熱）、血小板減少（鼻血、あざができる、出血し

やすい）、貧血（めまい、息切れ、疲れやすい）が起こることがあります。 

 

◎肺障害 

 咳（特に痰が出ない咳）、息切れ、発熱が続くなど風邪に似た症状が現れることがあります。 

 

 

ここに挙げたものは主な副作用です。ここに挙げていないものも起こる可能性があります。ささいなこと

でも遠慮なく主治医・看護師・薬剤師に連絡をしてください。 

 


